
18.地域医療連携室

【地域連携業務】

平成 30 年度は、地域支援病院と認定された年であり、機能評価受講という大きな節

目の年にもなりました。益々、地域中核病院として重要な役割を持つと認識し取り組み

ました。特に地域からの窓口である地域連携室では、紹介をスムーズに受けられるよう

業務を見直しました。その一つに、地域の先生方にアンケートを実施し、利用しやすく

なるようご意見をいただきました。また、出前講座や FM ひこねラジオの出演を行い地

域市民へかかりつけ医を持つ事を推進いたしました。

共同診療の推進として、高度医療機器の稼働を土曜日も行い、予約取得困難時には検査

部門と調整した予約枠の見直し、地域の先生が予約しやすいように取り組みました。
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【高度医療機器の稼働状況(件数)】

CT MRI
土曜

MRI
RI US マンモ

胃

カメラ

骨塩

定量

神経

伝達

平成 29年 682 721 124 62 23 5 224 127 6

平成 30年 765 740 112 73 34 5 284 74 8

【かかりつけ医の勧め】

医療の正循環を行うため、市民への啓発として地域への出前講座「かかりつけ医を持

ちましょう 市立病院のかかり方」を行い FMラジオ出演でも啓発活動を行いました。

安心してご紹介いただけるよう、毎月「地域連携だより」を発行しています。専門性

の高い医師のご紹介や、新規導入した検査機器の紹介を行いご活用の案内をしました。

また、掲示用にポスターを配布しご活用のツールを増やしました。

「市民向け出前講座」

「FMひこね出演」

【地域の先生方に向けた広報誌】



【病床管理】

病床管理は医学的知識を持った看護師が配属し、院内外の迅速な対応を行うよう努めま

した。断らない医療、地域の安心のために病床を有効活用できるよう調整を行うことが

できました。


